
 
 
 

 

異質な他者との対話により、 

園の実践理論を実践から⾔語化し、再構築していく。 

 

2022 年 5 ⽉ 25 ⽇ 園内研修 ふりかえり 
対話者：浅井幸⼦⽒（東京⼤学⼤学院） 

研修の⽬的 
本園の教育哲学である「こどもスタートの教育」実践の周辺にはどのよ
うな事象が存在するのか、実際に教育実践をする中で変わりつつある⾃
分⾃⾝を省察しコミュニティでの対話を重ねる中で、今まさに起こって
いる現象について⾔語化し語り合うことで意味を⽣成する  
 
参加者 

浅井幸⼦ 教授 （東京⼤学⼤学院） 
奈良教育⼤学附属幼稚園教諭 １名 （オンライン参加） 
本園教諭 8 名  
 

 

（当日指導案デザイン

例） 

研修デザイン 



 

 

 

対話内容 抜粋 

記録は誰のために？何のために？
・記録は読み返すのか？経験として積み重なって良くなるのか？
→何をもって「良くなる」とするのか。

その時の⾃分の省察の記録なので⾒返しているかどうかは⼈に
よる。

・D.D.(Daily Dialogue)を実施するようになって、週の記録の
表現が変わった。誰かに⾒せるためのものでなくなった。

・⽇本の教育では、課題を共有する⽂化だった。ネガティブな
ことを克服する⾯から⼦どもが⽣み出しているものに⽬を
向けてもいいのではないか。それを可能にする記録と共有の
仕⽅とは。


